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数が建築用材であるが
‐
、建築物の木造率は住宅

分野で高く、新設住宅着工戸数の約半分が木造と

なっている
‐‐
。また、平成27(2015)年に農林水

産省が実施した「森林資源の循環利用に関する意識・

意向調査」で消費者モニター・
1 
に対して今後住宅

を建てたり、買つたりする場合に選びたい住宅につ

しヽて間しヽたところ、「木造住宅 (昔から日本にある在

来工法のもの)」 及び「木造住宅 (ツーバイフォーェ

法など在来工法以外のもの)Jと答えた者が7470/0

となり、「非木造住宅(鉄筋、鉄骨、コンクリート造

りのもの)」 と答えた者の1110/oを大きく上回つた

|■ |'l lF l● |。 このように、住宅の建築用材の需

要が、本材の需要、特に国産材の需要にとって重要

となつている。

我が国における木造住宅の主要な工法としては、
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「在来工法 (木造軸組構法)」、「ツーバイフォーェ法

(枠組壁工法)」 及び「本質プレ八ブエ法」の3つが

挙げられる・ 。平成28(2016)年における工法別
のシェア|よ、在来工法が75%、 ツーバイフォーェ
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林野庁試算による。

新設住宅着工戸数と木造率については、131ページを参照。
この調査での「消費者Jは、農林水産行政に関心がある20歳以上の者で、原則としてパソコンでインターネットを利用できる環
境にある者。

「在来工法」は、単純梁形式の梁 桁で床組みや小屋梁組を構成し、それを柱で支える柱梁形式による建築工法。「ツーバイフォー
エ法」は、木造の枠組材に構造用合板等の画材を緊結して壁と床を作る建築工法。「木質プレ八ブエ法Jは、木材を使用した枠組
の片面又は両面に構造用合板等をあらかじめ工場で接着した木質接着複合パネルにより、壁、床、屋根を構成する建築工法。
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福祉の向上等に必要な森林、苗畑及び貯木場の跡地

等については、地方公共団体等への売払いを行つて

いる。平成28(2016)年度には、ダム用地や道路

用地等として、計 1 44haの売払い等を行つた。

(公衆の保健のための活用 )

国有林野事業では、優れた自然景観を有し、森林

浴、自然観察、野外スポーツ等に適した国有林野に

ついて、平成29(2017)年 4月 現在、全国で983

か所、約37万 haを、「自然休養林」や「自然観察

教育林」等の「レクリエーシ∃ンの森」に設定して

いる 1責 1ヽヽ/ 13)。 平成28(2016)年度には、「レ

「レクリエーションの森」の設定状況
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クリエーションの森」において、延べ約12億人の

利用があつた。

「レクリエーションの森」では、地元の地方公共

団体を核とする「「レクリエーションの森」管理運

営協議会」を始めとした地域の関係者と森林管理署

等が連携しながら、利用者の二―ズに即した管理運

営を行っている(事竹||ヽ/-15)。

管理運営に当たつては、利用者からの「森林環境

整備推進協力金」による収入や、「サポーター制度」

に基づく企業等からの資金も活用してしヽる。このう

ち、サポーター制度は、企業等がCSR活動の一環

代表的なレクリエーションの森 (者6道府県)

自然体養林 84 98 10
たか お さん        あかさゎ        っるきさん         ゃ く しま
高尾山 (東京 )、 赤沢 (長野 )、 剣山 (徳島 )、 屋久島 (鹿児島 )

自然観察教育林 148 30 6 自神山地・暗門の滝 (青森)、 ブナ平 (福島)、 金華山 (岐阜)

風景林 414 170 73 えりも(北海道)、 芦ノ湖 (神奈川)、 嵐山 (京都)

森林スポーツ林 52 7 1 御池 (福島)、 滝越 (長野)、 雪多稲 (鳥取)

野外スポーツ地域 183 45 23 癸掲面(北海道)、 曇曇梯デコ学(福島)、 高穀面(宮崎)

風致探勝林 102 21 8 矯勇学(山形)、 前み等(長野)、 9‐T'瓢蹟(佐賀)

合  計 983 371 122

箇所数及び面積は、平成29(2017)年 4月 1日現在の数値であり、利用者数は平成28(2016)年 度の参考値であるで
計の不一致は四捨五入によるぅ

農林水産省「平成28年度 国有林野の管I_m経営に関する基本計画の実施状況」
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1 鶉猾隕鰤輻輻 社会貢献の森「陸奥湾の海と山をつなぐ森」の取組

平成23(2011)年 10月 から、東Jヒ森林管理局青森森林管理署 (青森県青森市)は NPO法人自神山地を守る会
と「社会貢献の森」の協定を締結し、同県平内町の国有林をフィール ドとして活動を行つている。
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かけに、環境FoO題への意識が高まったことから、翌年わ`らブナ、

ミズナラ、イタヤカエデの植樹活動が始まった。その後、毎年

行わねている活動は賛同者が町外にも拡がり、青森市の高校生

や大学生等も参加し、こ祖までに約2000本の苗木が植樹され
た。

平成29(2017)年 6月 に開催された「第フ回陸奥湾の海と山
をつなぐ植樹祭Jに は、小学生から大人まで約 140名参加し、

青森森林管理署の職員が植樹の指導等を実施した。
植樹指導をする職員
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